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原則的に一般公開さ れていませんが、 その

ほかは見学でき ます（ ただし 、 旧朝香宮邸

は現在改修工事中です） 。 こ のほか、 近代

の代表的な財閥である岩崎家（ 三菱財閥）

の本邸に造ら れた庭園があり ま す（ →13

ページ） 。 こ の庭園は当時の第一級の造園

家である「 植治」 こ と ７ 代目小川治兵衛に

よ っ て 造ら れた代表的な 近代日本庭園で

す。 現在、 国際文化会館の庭と な っ て い

ま すが、 当時の姿と ほぼ変わり あり ま せ

ん。 ま た、 芝公園内に造ら れた渓流（ →

12ページ ） は近代公園行政の先駆者で あ

る 長岡安平の設計による も のです。 都会の

中に浮かぶ静寂の空間でゆっ く り 過ごし て

みるのも よ いかも し れません。

迎賓館赤坂離宮

の旅
たどる

時代
名園で

名園でたどる

時代の旅

う え じ

お が わ じ へ い

ながおかやすへい

　 港区内には名園と 呼ばれる 庭園があり ま

す。 こ れら の来歴には大き く ２ つの流れが

あり ます。 １ つは江戸時代の大名庭園の系

譜を引く も のです。 江戸時代、 現在の港区

域には大名屋敷がと ても 多く あり まし た。

江戸城に近い場所には上屋敷（ 大名の当主

が住み、 かつ藩の江戸における出張所の役

割を果たし た屋敷） が立ち並び、 広大な敷

地に庭園を 築造する 大名も いまし た。 現在

も 残る 旧芝離宮恩賜庭園（ →12ページ ）

はそう し た大名庭園の系譜を引く 庭園です。

こ こ は江戸時代の前期に小田原藩の藩主大

久保家の上屋敷がおかれ、 大久保氏はこ こ

に「 楽壽園」と いう 庭園を造り まし た。当時

のこ の近辺は埋め立てら れた臨海地域で、

池に海水を 引き 込み、 潮の満ち 引き で 景

観を 変え る な ど 、 趣向を 凝ら し た庭園で

し た。 ま た、 現在の檜町公園（ →13ペー

ジ） には江戸時代、 長州藩毛利家の下屋敷

があり 、 こ こ には「 清水園」 と いう 有名な

大名庭園があり まし た。 現在、 庭園そのも

のは残っ ていませんが、 雰囲気を 味わう こ

と ができ ます。

　 も う １ つの流れは近代に造ら れた庭園

で す 。 港区に は旧芝離宮、 旧朝香宮邸

（ →14ページ 、 現東京都庭園美術館） 、

旧有栖川宮邸（ →14ページ 、 現有栖川宮

記念公園） 、 そし て赤坂離宮と 、 離宮や宮

家の本邸が少なく あり ません。

　 こ のほか、近代の代表的な財閥である 岩

崎家（ 三菱財閥）の本邸に造ら れた 庭園が

あり ます（ →13ページ）。こ の庭園は当時の

第一級の造園家で ある「 植治」 こ と ７ 代目

小川治兵衛によ っ て造ら れた代表的な近代

日本庭園で す。 現在、国際文化会館の庭と

なっ ていますが、当時の姿と ほぼ変わり あ

り ま せん。ま た、芝公園内に造ら れた渓流

（ →12ページ） は近代公園行政の先駆者で あ

る 長岡安平の設計によ る も のです。都会の

中に浮かぶ静寂の空間でゆっ く り 過ごし て

みるのも よいかも し れません。

休　 館　 日： 毎週水曜日又は接遇等による非公開日。
参観コ ースによっ ては、 事前予約が必要と なり ます。
詳し く はHP（ https://www .g eihinkan.go .jp/akasaka/）
かテレフ ォ ンサービス（ 03-5728-7788） にてご確認
く ださ い。

https://www.geihinkan.go.jp/akasaka/
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開 園 時 間： 9： 00～17： 00（ 入園は16： 30まで）

休 園 日： 12月29日～1月1日

料 　 金： 一般150円、 65歳以上70円

問 い 合 わ せ： 0 3 -3 4 3 4 -4 0 2 9

旧芝離宮恩賜庭園
　　　　　　　　海岸１ －４  

芝公園紅葉瀑布・ 渓流
ば く ふ

３－４園公芝  
　  都立芝公園内も みじ 谷 

名園でたどる時代の旅

1日

　 本庭園は相模小田原藩主大久保忠朝が屋

敷内に造っ た大名庭園を起源と し ます。 こ

のあたり は明暦年間（ 1655～58） に埋め立て

ら れ、 延宝６ 年（ 1678） に忠朝が拝領し まし

た。 忠朝は、貞享３ 年（ 1686） に回遊式庭園

を造り「 楽壽園」 と 名付けまし た。 海沿いの

立地をいかし 、 池に海水を 引き 入れて潮の

満ち引き で景観が変わるよ う にし まし た。

また、名石を配し 、中国の西湖のジオラ マを

造るなど様々な趣向を 凝ら し まし た。

　 その後、 堀田家、 清水家、 紀伊徳川家を

経て 、 明治４ 年（ 1871） に有栖川宮熾仁

親王邸と なり 、 同８ 年（ 1875） に宮内省が

買上げ、 翌９ 年（ 1876）に離宮と なり ます。

大正13年（ 1924） に皇太子裕仁親王（ 後の

昭和天皇） の結婚を記念し て東京市に下賜

さ れ、 ４ 月20日に旧芝離宮恩賜庭園と し て

開園し まし た。  

　 長岡安平（ 1842～1925） が明治38年

（ 1905） に設計・ 築造し た庭園で す。 安

平は明治から 大正時代にかけての造園家で

あり 、 東京府・ 市の職員と し て近代日本の

公園の発展に力を尽く し た人物です。 天保

13年（ 1842） 肥前大村藩士の子に生まれ

た安平は、 明治３ 年（ 1870） に郷土の先

輩である楠本正隆にし たがっ て上京し 、 新

潟に赴任し た後、 同８ 年（ 1875） に東京府

知事に就任し た楠本から 府の土木掛を 命じ

ら れ、 東京府立公園や街路並木などを 扱い

始めまし た。 その後、 公園管理が移管さ れ

た東京市の嘱託職員と なり 公園デザイ ンや

公園行政に携わり 続けまし た。 浅草公園内

の渓流の設計、 飛鳥山公園・ 向島百花園の

改修など、 安平が手がけた公園・ 庭園は40

以上を 数えます。 都立芝公園内の渓流は昭

和59年（ 1984） に造園当初に限り な く 近

い状態に再現さ れまし た。
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旧岩崎邸庭園
（ 国際文化会館） 　　　　

六本木５ －１ １ －１ ６
 
 

旧毛利家庭園「 清水園」跡
（ 檜町公園） 　　　　　　　　

　赤坂９ －７ 

　 こ こ には江戸時代、 長州藩毛利家の下屋

敷（ 別称「 檜屋敷」 があり ま し た。 通常、

大名の当主は上屋敷に住み、 下屋敷は物資

の保管や別邸と し て使用さ れますが、 こ の

屋敷には一時期藩主と 世継ぎが住むなど長

州藩の中心的な 藩邸と し て 利用さ れま し

た。 邸内には名園と し て広く 知ら れる「 清

水園」 と いう 庭園があり まし た。 邸内に祀

ら れる稲荷社に町人が参詣し たり 、 他藩の

藩士が庭を見物し たり と 、 限定的ではあり

ますが、 外部にも 解放し ていたよう です。

　 明治期に入ると 第１ 師団歩兵第１ 連隊の

駐屯地と なり 、 戦後、 敷地の大部分に防衛

庁が置かれまし た。 残り の部分を公園と し

て 整備し たのが檜町公園で す。 平成12年

（ 2000） に防衛庁（ 現防衛省） が市ヶ 谷

に移転し 、 跡地が東京ミ ッ ド タ ウン と し て

開発さ れた折、 当公園も 再整備さ れ景観が

大き く 変わり まし た。

　 昭和４ 年（ 1929） 、 三菱財閥の４ 代目

当主岩崎小彌太（ 1879～1945） が岩崎家

鳥居坂本邸に造っ た庭園です。 京都の造園

家「 植治」 こ と ７ 代目小川治兵衛（ 1860

～1933） の作によ る も ので す。 ７ 代目小

川治兵衛は近代日本庭園の先駆者と さ れる

造園家で 、 平安神宮、 円山公園、 無鄰庵

（ 山縣有朋別邸） 、 清風荘（ 西園寺公望別

邸） 、 古河庭園などを手がけ、 また住友家

や三井家・ 岩崎家などの財閥の求めに応じ

て数々の名園を 造り まし た。 こ のほか、 京

都御苑、 修学院離宮、 桂離宮、 二条城、 南

禅寺、 妙心寺、 青蓮院、 仁和寺などの修景

も 手がけています。 本庭園は、 崖に面し た

南側と 鳥居坂に面し た東側に草木を植え、

その内側に池を 設けた地泉回遊式の日本庭

園です。 作庭当時の姿がおおむね残さ れて

います。  
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旧有栖川宮邸
（ 有栖川宮記念公園）

き ゅ う あり すがわのみやて い

　　　　　　
南麻布５ －７ －２ ９  

旧朝香宮邸
（ 東京都庭園美術館）

き ゅう あさ かのみやてい

 白金台５ －２ １ －９

名園でたどる時代の旅

　 も と も と こ こ には江戸時代、 陸奥盛岡藩

南部家の下屋敷があり ま し た。 明治29年

（ 1896） に有栖川宮威仁親王の邸宅と な

り 、 威仁親王の母森則子の住居な ど が設

けら れまし た。 敷地の広さ は20,000坪を こ

え、 敷地内は起伏に富み、 東側の高台から

西南側に向けて大き く 傾斜し ています。 大

正２ 年（ 1913） に威仁親王が死去し 、 有

栖川宮が絶えた後は、 同宮の祭祀を引き 継

いだ 高松宮に継承さ れま し た 。 昭和９ 年

（ 1934） １ 月15日に高松宮から 東京市に

下賜さ れ、 有栖川宮記念公園と し て一般開

放さ れまし た。 園内にはかつて三宅坂の旧

参謀本部庁舎正門前にあっ た有栖川宮熾仁

親王銅像（ 明治36年建立） な ど があり 、

また都立図書館が併設さ れています。

　 昭 和 ８ 年 （ 1 9 3 3 ） 、 朝香 宮 鳩 彦 王

（ 1887～1981） の本邸と し て造営さ れ、

日本の代表的なアール・ デコ 建築と さ れま

す。 朝香宮家は明治39年（ 1906） に久邇

宮朝彦親王の８ 番目の王子であっ た鳩彦王

によ っ て創設さ れた宮家です。 朝香宮はフ

ラ ン スに滞在中、 フ ラ ン ス文化、 と り わけ

当時流行し ていたアール・ デコ 様式に強い

関心と 理解を 示し まし た。 こ れにより 本邸

にはアール・ デコ 様式を 望み、 設計の一部

をフ ラ ン スのデザイ ナー、 アンリ ・ ラ パン

に依頼し 、 内部装飾も フ ラ ン スを はじ めと

する外国から 輸入し たも のを多用し まし た。

　 戦後、 外務大臣・ 首相公邸、 国の迎賓館

な ど と し て 使われま し た が、 昭和5 8 年

（ 1983）に美術館と し て開館し まし た。 国指

する外国から 輸入し たも のを多用し まし た。


